
荷役運搬の総合能力および所要人員の計算例
　　　　－製材工場の土場作業機械化の経済性と関連して－
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　本号（13～17P）では，製材工場の土場作業械械化の経済性に関する研究の第2報として，作

業方式による荷役運搬能力の算定方法および結果のあらましを報告した。

　以下，この算定方法の具体的な手順を紹介し，現実の工場に適用する際の参考に供したい。

　なお，計算の基礎条件は, すべて本号, 土場作業機械化の経済性(2)にもとづいていることを予

め了承願いたい。

となり，y，y′に対応する X の最大値，すなわち荷役

運搬能力（ Xsで表現する ）はつぎのとおり求まる。

　2．S－F型作業方式

　2.1  作業配分型式－基本型による場合

　ショベルローダは原木土場作業を行ない，フォーク

リフトは製品土場作業のみを行なう場合の能力の算定

式は（ 3－1 ）式により，機種別につぎのようにな

る。

　（a）,（b）によりy，y′の組合せに対応して，そ

れぞれ両機種の能力を比較してみると，全般的にフォ

ークリフトの能力が大きく，ショベルローダの方が小

さい。したがって，両機種の組合せとしてみた場合の

総合能力は，能力の低い機種すなわちショベルローダ

の能力によっておさえられてしまい，フォークリフト

に遊びを生ずることになる。たとえば，y＝120日，

y′＝90日の組合せについて検討してみると,つぎのよ

うに総合力は低能力（ショベルローダ）Xs によって

決まってくる。

  1．S 型作業方式

  ショベルローダ1台で原木と製品の両土場の作業を

行なうので，前掲（3－1）式 はつぎのようにあらわ

される。
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この場合のフォークの稼働時間（HF）および稼動率
（HF／Ho）は

　　上式にX＝Xs（48.75），y′＝90を代入し

　　稼働時間　HF＝2.243 hr

　　稼 働 率　HF／Ho＝2.243／4＝0.561

となって,フォークリフトはかなり遊んでいる状態と

なる。これはショベルローダ,フォークリフトそれぞ

れ一定の作業配分基準によって,独立に稼働するとい

う前提があるためである。また,原木・製品在庫期間

の組合せによっても左右されてくるが，S－F型作業

方式においては、y、y′のすべての組合せに対して,

ショベルローダの能力が低いので,作業配分を変えシ

ョベルローダの仕事量を減らし,フォークリフトの余

剰能力を活用サるというS∠F型作業配分型式の場合

について，総合能力を計算して確かめてみる。

　2. 2　作業配分型式－S∠F型による場合

　S∠F型による場合の計算手順は次のとおりである

　（a）ショベルローダの能力

　（a）,（b）により，y，y′の組合せに対応してそ

れぞれ両機種の能力を比較してみると, y が大きい範

囲では相対的にショベルローダの能力が低く, y′が大

きい範囲ではフォークリフトの能力が低くなり，y，

y′の組合せによってXの相対関係が変わってくる。た

とえば，y＝120日（ Xs＝58.50m3 / 日）の場合は，

y′＝90, 60, 30日のどの組合せに対してもショベルロ

ーダの方が低く, 総合力は Xs の値（58.50）によって

おさえられてくる。一方，y＝30日 (Xs＝74.75m3 / 日

の場合は，y′＝90，60，30日のどの組合せに対して

もショベルローダの方が高く，その総合力は，反対に

XF の値（y′＝90，60，30 に対してそれぞれ 61.75,

64.75，69.50m3 / 日）によっておさえられる。

  2. 3　総合能力の決定

　以上のごとく，2 種類の作業配分型式に準ずる場合

について，それぞれ総合力を計算し，両者を比較して

いずれか能力の高い方を選び，それを S－F 型作業方

式の総合能力とみなし，以後，この数値を使用するこ

とにした。たとえば, y＝60日，y′＝60日の場合には

　　作業配分型式　　機種別能力　　　総合力

　上記のごとく，S∠F 型の方が約10m3 / 日の能力増

加が見込まれ，両機種の稼働率も上昇するので，これ

を最終的な総合力とする。

　以上，計算結果をまとめると上表のとおりである。

なお，作業配分型式はすべてS∠F型が選ばれた。
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3．2 S－F 型作業方式

 S－F型の計算手段と同様にして求められので，そ

の過程を要約して示す。

　3.1  作業配分型式－基本型の場合

　3. 3　総合能力の決定

　なお，基本型式の計算において，例外的にショベル

ローダの能力が低い組合せが 2通り(y＝120－′y＝30

と，y＝90－y′＝30）あるので，作業配分型式，S∠

F 型による場合についても比較してみた結果，最終的

に上記基本型による場合が選ばれた。この計算過程は

省略する｡

　4．Ｍ 型作業方式一所要人員の計算例

　作業種類別所要人員は（ 3－2 ）式に，第5表組作

業能力 Z j，組作業員 m jを入れて,つぎのとおり整理

される。
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